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いるため 【4,5ト CAlのニューロンを離散時間 ･連続状態でモデル化する｡時間発展の基
本方程式は
o(iI1)-〈三,霊 芝:r::･.I(rit()i(i)) (1)


























































3- 1-i;:I2BJ-l(l:2e');lnBI‡)a_i,≡;/: :n三 ;/≡; (8,
を用いた｡ただし1≦B≦3､ f-10-13はパラメタ-である｡さらに xnをスパイク間
隔 丁に 0≦xn<1/9-T-looms
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図2:規則的刺激列によるLTP形成
180.
100,0
蔓 1.::<
10.0
80.0
王誹 Ⅰ
1.0 2.0 3.0
B
図3:マルコフ刺激列による､LTP形成 図4:カオス刺激列によるLTP形成
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